













物 性 研 25周年雑 感
｢物性研ができるまで - 聞書きにもとづく
物性物理学劇4)- ｣の予告篇として





性論研究』 (第2期,No.5-12,1947.6-1948.9,東大理 ･物理 ｡物性論グループ編集,
B5判,白表紙,謄写印刷ただし表紙は活字 )が復刊されるが,12号で終刊する｡1949年2




















東大 :横田万里夫,長谷川洋,松平升;敏育大 :都筑卓司;東北大 :伊達宗行, 渡辺某,河
野広志 青柳恵三 中道琢郎,金子武次恥 禅素英,成田某,大坂之雄;阪大 :守谷享,金










































結局,近角 ･中村 ･石川 ･勝木の4人を提案者として,上記の研究会が開かれたのである｡ こ
の研究会は,日本でインバー研究が一挙に盛んになるきっかけを作った｡私自身も,秩 -ニッ




































































る ｢物怖 じ｣であると, ｢共同利用委員｣を経験して,私は思った｡では,その ｢物怖じ｣克
服の最良の道は何か? 百聞は一見に如かず,私の経験からしても,それはその人が ｢共同利
用委員｣を経験してみることである｡ ある地方大学に ｢共同利用委員｣の経験者が一人でもい
れば,その地方大学の物性研利用に対する心理的障壁はずっと低 くなるだろう｡ 私は ｢地方大






























































束京理科大理 ･応物 津 田 惟 雄
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